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令和 5 年試験

論 文 式 試 験 問 題

経営学・ 経済学・ 民法・ 統計学

（ 選択科目）

1  受験上の注意事項
・ 試験官から の注意事項の聞き 漏ら し ／受験案内や試験室及び受験票その他に記載・ 掲示さ  

れた注意事項の未確認等， こ れら を原因と し た試験における 不利益は自己責任になり ま す。

・ 携帯電話等の通信機器や携行品の取扱いについては， 試験官の指示に従ってく ださ い。

・ 試験開始の合図がある ま で， 配付物や筆記用具に触れないでく ださ い。

・ 問題に関する 質問には， 応じ ま せん。

2  不正受験や迷惑行為の禁止
・ 不正行為を行った場合／試験官の指示に従わない場合／周囲に迷惑をかける 等， 適正な試

験実施に支障を来す行為を行った場合， 直ちに退室を命ずるこ と があり ます。

3  試験問題
・ 試験開始の合図後， 直ちに頁数（ 経営学 1 頁～ 21 頁・ 経済学 22 頁～ 28 頁・ 民法 29 頁～ 

30 頁・ 統計学 31 頁～ 46 頁）を調べ， 不備等があれば黙って挙手し ， 試験官に申し 出てく  

ださ い。

4  答案用紙
・ 問題冊子の中ほど に挿入し てあり ま す。

・ 試験開始の合図後， 直ちに出願時に選択し た科目の答案用紙が挿入さ れている かを確認の

上， 頁数（ 経営学（ 全 4 頁）・ 経済学（ 全 4 頁）・ 民法（ 全 4 頁）・ 統計学（ 全 6 頁））を調べ， 不

備等があれば黙って挙手し ， 試験官に申し 出てく ださ い。   

なお， 出願時に選択し た科目以外の答案用紙に答案を 作成し た場合は， いかなる
理由があっ ても 採点さ れません。

・ 答案作成に当たっ ては， ボールペン又は万年筆（ いずれも 黒イ ンク に限る 。 消し ゴム等で

イ ンク が消える ボールペンは不可。）及び修正液又は修正テープ（ 白色に限る 。）を 使用し て

く ださ い。 こ れら のも の以外を 使用し た場合／答案用紙に記入し た文字（ 数字を 含
む。）の判読が困難な場合， 採点さ れないこ と があり ます。

・ 答案用紙の左上を ホッ チキス 留めし てあり ま す。 ホッ チキス留めを外し た場合は， 採
点さ れないこ と があり ます。

5  受験番号シールの貼付
・ 配付後， 目視で受験番号及び氏名を確認し ， 不備等があれば黙って挙手し ， 試験官に申し

出てく ださ い。

・ 試験開始の合図後， 各答案用紙の右上の所定欄へ全頁に貼付し てく ださ い。

6  試験終了後
・ 試験終了の合図後， 直ちに筆記用具を置き ， 答案用紙は裏返し て通路側に置いてく ださ い。

・ 試験官が答案用紙を集め終わり 指示する ま で， 絶対に席を立たないでく ださ い。

・ 答案用紙が試験官に回収さ れずに手元に残っていた場合は， 直ちに挙手し ， 試験官に申し

出てく ださ い。   

試験官に回収さ れない場合， いかなる理由があっ ても 答案は採点さ れません。

7  試験問題（ 該当ある科目は法令基準等）の持ち帰り
・ 試験終了後， 持ち帰る こ と ができ ま す。   

なお， 中途退室する 場合には， 持ち出し は認めま せん。 必要な場合は， 各自の席に置いて

おき ま すので， 試験終了後， 速やかに取り に来てく ださ い。

注 意 事 項

（ 1 頁～） （ 22 頁～） （ 29 頁～） （ 31 頁～）
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次の文章を読み， 以下の 問 1 ～ 問 6 に答えなさ い。

新し い製品・ サービ ス（ 以下，「 製品」と いう 。）に関する アイ ディ アが生ま れ， 新知識が誕

生し 製品と なり ， 市場投入を経て価値を生むま での長い過程には， いく つも の障害が存在す

る 。 例えば「 アイ ディ ア⇒新知識⇒製品化」の局面では， 従来は熟練者の経験と 勘でなさ れて

いた作業内容を機械的・ 電子的制御によ って再現でき なかったり ， ある いは新製品のコ ンセ

プト が組織メ ンバーに理解さ れなかったり と いう こ と が原因で， プロ ジェ ク ト が行き 詰ま る

こ と がある 。 ま た， 製品に必要な新知識の創造が著し く 困難であったり ， 必要な発明が膨大

で自社では対応でき ないこ と も ある 。 こ う し た場合は外部企業と 連携する ， ある いは大学と

協力し て研究開発や課題解決に取り 組むこ と が有効な解決策と なり 得る 。

「 新知識⇒製品化⇒市場投入」の局面では， 発明に成功し たも のの， 自社の全社戦略や競争

戦略と 整合的でないため製品化が見送ら れる こ と も ある 。 こ う し た際には， 発明の成果を第

三者が実施する こ と を許諾し て収入を得る と いう 選択も でき る 。 こ れを選択し ， ま た同時に

組織外の知的財産を戦略的に採用し て自社製品に取り 込み， 研究開発の効率化を図る 企業も

ある 。 だがその一方で， 組織外の知識の戦略的活用を躊躇・ 拒否する ケース も あり ， こ う し

たこ と は（ 　 Ａ 　 ）と 呼ばれる 。

「 市場投入⇒価値創造」の局面では， 新規性が極めて高い製品の場合には， 販売ルート の関

係者やユーザーの理解を得ら れずに販売不振に陥る こ と も ある 。 こ の局面ではま た， 市場投

入のタ イ ミ ングに関し て高度な意思決定が求めら れる 。 グロ ーバル市場を視野に入れた参入

戦略を策定する 企業も 多い。

問題 1
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下線部アに関連し た次の文章を読み， ⒜， ⒝， ⒠に当てはま る 最も 適切な語句を答えなさ

い。 ま た， ⒞， ⒟， ⒡それぞれについて， 最も 適切なも のを【 選択肢群】①～⑦の中から 一つ

ずつ選びなさ い。

熟練者の経験と 勘は， 言語・ 記号など で表現する こ と が難し いこ と から ， こ う し たタ イ プ

の知識は暗黙知と 呼ばれる 。 対照的に， 言語化・ 記号化さ れた知識は ⒜ ある いは

コ ード 化さ れた知識と 呼ばれる 。 企業が新知識を生み出す「 知の創造」においては， 多く の組

織メ ンバーを巻き 込みながら 暗黙知と ⒜ の相互作用が起こ る こ と が重要である と さ

れている 。 野中と 竹内によ る ⒝ モデルは， 組織構成員が個人と し て獲得し た暗黙知

を組織的に増幅し ， 組織の知識ネッ ト ワ ーク 内に結晶化する 過程と ， その効果的なマネジメ

ント を説明し ている 。 同モデルは 4 つの知識変換モード を想定し ており ， それぞれのモード

のアルフ ァ ベッ ト の頭文字をと ったこ と が名前の由来である 。

第 1 のモード は「 共同化」―あ る いは社会化―であ り ， 個人が持つ「 認知的な暗黙知」（ 直

感・ ひら めき や信念など ）を ⒞ を 通じ て組織メ ンバーが分かち合い， 新し いパース

ペク ティ ブを作り 出す局面である 。 第 2 のモード「 表出化」では， 暗黙知を明確なコ ンセプト

に表す。 こ の際には ⒟ が重要であ る 。 第 3 のモード「 ⒠ 」では， 異なっ た

⒜ を組み合わせて新し い ⒜ を作り 出す。 第 4 のモード は「 内面化」と 呼ばれ

る が， こ こ では ⒡ が重要である 。

【 選択肢群】

①　 技術的ゲート キーパーによ る 情報の取捨選択

②　 重量級マネージャ ーの権限拡大

③　 組織メ ンバー一人ひと り によ る 組織知の習得・ 体化

④　 建設的な対話や OJT など によ る 体験共有

⑤　 メ タ モーフ ォ シス やアレ ゴリ ー

⑥　 メ タ ファ ーやアナロ ジー

⑦　 モジュ ラ ー・ アーキテク チャ への転換

問 1
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下線部イ に関連し て， 下の 問 2 － 1 及び 問 2 － 2 に答えなさ い。

次の⒢～⒦に当てはま る 適切な語句を答えなさ い。 ⒢と ⒦は漢字， ⒣， ⒤， ⒥はカタ

カナで答えなさ い。

下線部イ のよ う な取組は ⒢ と 呼ばれる 。 代表的なも のと し ては， 企業から 大学へ

の委託研究， 企業によ る 寄附講座開設， 大学発 ⒣ ・ ビ ジネス の創業など がある 。

⒣ ・ ビ ジネス は和製英語であり ， 研究開発を 活発に行う ス モール・ ビ ジネス（ SB）

と 言っ ても 良い。 SB は ⒤ が興し ， 知識集約的な活動に取り 組んだり ， 未知の事業

分野へ進出する こ と が多い。 ⒤ は， 本来は「 新結合の遂行者」のこ と だが， SB の創

業者と いう 意味でも 広く 使われている 。

し がら みの少ない SB は， 既存大企業に比べる と イ ノ ベーショ ンに取り 組み易いと 期待さ

れている も のの， 日本では資金調達が難し いと いう 問題がある 。 そのため政府は， 個人投資

家によ る SB への投資を促進する 目的で ⒥ 税制と いう 優遇措置を講じ ている 。

日本の SB はま た， 労働市場の ⒦ 性が低いこ と で苦労を経験し ている。 終身雇用

制が存在する 日本では， 既存企業から SB へ転職する と 金銭的に不利なこ と も 多いため， 有

能な人材の採用が難し い。 近年， 広ま り つつある 副業は， こ う し た労働市場の ⒦ 性

の低さ を緩和する 可能性も ある と 期待する 人々も いる 。

上の 問 2 － 1 の ⒢ に関する 説明と し て最も 適切なも のを次の①～④の中

から 一つ選びなさ い。

①　  民間企業と 大学が結ぶ委託研究契約は市場取引の一環である ため， WTO（ 世界貿易機

関）は， 政府が金銭的援助を行う こ と を厳し く 禁止し ている 。

②　  アメ リ カは自由主義経済を標榜する 国である ため， こ の取組に対する 政府の支援は皆

無である が， EU ではエネルギー分野に限って公的資金が投入さ れている 。

③　  国や自治体が支給する 研究費を使って， 大学研究者と 企業が共同で研究する こ と は可

能である 。 ま たその成果を特許出願する 場合は， 大学や企業が出願人と なる こ と も で

き る 。

④　  日本政府は 10 兆円規模の大学フ ァ ンド を 創設し， 一部の大学に運用益を 配分する と

し ている が， 大学間で過度な格差が生じ た場合は超過利潤税が一時的に課税さ れる こ

と になる 。

問 2

問 2 － 1

問 2 － 2
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下線部ウ について， アメ リ カの経営学者 H．チェ ス ブロ ウ はこ れを何と 呼んだか， 全てカ

タ カナで答えなさ い。

空欄（ 　 Ａ 　 ）に当てはま る 語句と し て最も 適切なも のを次の①～④の中から 一つ選びなさ

い。

①　 能力の罠

②　 N IH 症候群

③　 帆船効果

④　 コ ア硬直性

下線部エに関連し て， 新規性の高い製品に対する 人々の受容態度は様々である こ と が知ら

れている 。 アメ リ カの研究者 E．ロ ジャ ース は， こ う し た態度の違いから 人々を 5 つのカテ

ゴリ ーに分類し ， 下のよ う な図（「 採用者カテゴリ ーと その分布」）で示し た。 線を一本加えて

下図を完成さ せなさ い。

ま た， 開発企業が下線部エのよ う な状況に陥った際には， ある カテゴリ ーの人々に積極的

にアプロ ーチし て説得し ， 製品の便益を納得し ても ら う と ， 普及が進むこ と も ある 。 下図の

横軸にある 5 つのカテゴリ ーのう ち， こ れに該当する カテゴリ ーを○で囲みなさ い。

図　 採用者カテゴリ ーと その分布

採
用
者
数

イ ノ ベータ ー アーリ ー・

アダプタ ー

アーリ ー・

マジョ リ ティ

採用者カテゴリ ー

レ イ ト ・

マジョ リ ティ

ラ ガード

問 3

問 4

問 5
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下線部オに関連し て， 近年は創業後間も ない「 若い企業」がグロ ーバル市場へ参入する ケー

ス も 出てき ており ， 自動車や電機産業等の発展が著し かった第 2 次産業革命期と は異なる 現

象と 言われている 。

こ う し た現象の背景と し て，「 市場の変化」と「 技術の変化」がある 。「 市場の変化」と は， 20

世紀末以降の経済活動のグロ ーバル化に伴い市場が拡大し ， かつ多様なニーズを持つニッ チ

市場が出現し たこ と である 。 も う 一つの「 技術の変化」は， ICT（ 情報通信技術）の発達が関

わっている 。

ICT の発達は， なぜ「 若い企業」のグロ ーバル市場参入を 可能にする のか， 次のキーワ ー

ド を全て使って説明し なさ い。（ 100 字以内）

キーワ ード ： 限界費用， 情報財， 初期投資

問 6
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次の文章を読み， 以下の 問 1 ～ 問 5 に答えなさ い。

企業は， 環境変化に常に直面する 。 分化と 統合のプロ セス を通じ ていかに企業活動を継続

し ていく のかが， 組織と いう オープン・ シス テム における マネジメ ント の本質であ る 。 T．

バーンズ＆G．ス ト ーカー（ 1961）は， 変化の激し さ の異なる 業界を 調査し た結果から ， 企業

の組織には， 変化の遅い安定的な環境下では（ 　 A　 ）的傾向が， 変化が激し く 流動的な環境

下では有機的傾向が見ら れる こ と を， そ れぞれ見出し た。 P．ロ ーレ ン ス ＆J．ロ ーシ ュ

（ 1967）は， こ のよ う な経営環境に応じ た組織のあり 方について整理をし ， こ れら の考え方は

コ ンティ ンジェ ンシー理論と 呼ばれる よ う になった。

彼ら は， 経営組織のデザイ ンを規定する 変数と し て， タ ス ク ・ 人間・ 報酬シス テム・ 情報

及び意思決定過程を考慮する 必要性を強調し た。 つま り 経営者にと っては， 経営環境の変化

に対し ， 複数の組織内変数間の整合性と と も に， 組織と 環境の整合性の全体的なバラ ンス を

と る こ と が組織の適切な変革を考える 上で重要な課題と なる のである 。

組織の環境適応と いう アイ ディ アに対し て， 組織内部には環境から の影響を極力抑え， 高

度な統制を 達成する べき 部分も ある と 主張し たのが J．ト ン プソ ン（ 1967）である 。 彼はこ う

し た部分を（ 　 Ｂ 　 ）と 呼び， 具体例と し て学校における 教師のク ラ ス 運営， 製造企業におけ

る 加工工程， 病院における 患者の治療などを挙げた。（ 　 Ｂ 　 ）が組織事業の経済的成果をも

たら すためには， 組織の置かれた状況が反復的でそのプロ グラ ムを反復使用でき る こ と が条

件であ る 。 そのた め経営者には， 環境に対処する 専門の部署を 設置する など の方法で，

（ 　 Ｂ 　 ）をなる べく 外部環境の影響を受けにく い安定的な状態に保つこ と が求めら れる 。

オープン・ シス テムと し ての組織は， 環境の不確実性と 多義性に直面する こ と によ って行

動と 能力が制限さ れる 。 不確実性と 多義性は， それぞれ情報の不足と 曖昧さ を意味する 。 組

織マネジメ ン ト においては， 情報処理活動を 通し て不確実性と 多義性を 縮減する 必要があ

る 。 不確実性と 多義性を 縮減する ためには， それぞれに適し たコ ミ ュ ニケーショ ン の媒体

（ メ ディ ア）が必要である と し て， R．ダフ ト ＆R．レ ンゲルはメ ディ ア・ リ ッ チネス 理論を 提

示し た。 つま り 経営者には， 組織の状況に応じ たメ ディ アの選択が求めら れる のである 。

1968 年創業の半導体製造のイ ンテル社は， 1970 年代後半から 10 年かけて DRAM 事業か

ら プロ セッ サー事業へ転換し た。 同社には， 当時の CEO の A．グロ ーブが中心と なり ， 現

場の若手社員も 提案でき る 組織文化があった。 その後も ， 技術のオープン化と パート ナー募

集で自社方式を 標準化し ， CPU 内部情報はク ロ ーズド 戦略で競争力を 維持し 続けた。 し か

し それでも ， 1990 年代以降になる と ， 事業開発やス タ ート アッ プ買収後の展開において失

敗が見出さ れる よ う になった。

こ のよ う に何度も 競争環境に対し て優れた競争力を構築し た組織であったと し ても ， さ ら

に継続的に新事業を開発し 展開する こ と に成功する こ と はと ても 難し い。 現在の事業環境を

把握する 活動と ， 将来の可能性を模索する のに必要な活動と は異なる 。 既存事業の効率的な

問題 2

ア

イ

ウ
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運営と は矛盾点も 多い。 こ う し たマネジメ ント の違いや矛盾を乗り 越え， いかにすれば組織

が変わり 続けら れる のかと いう 問題について ， 組織心理学者の C．アージリ ス は組織学習の

観点から ， シングル・ ループ学習と ダブル・ ループ学習と いう 概念を提唱し ， 変化の激し い

環境下で抜本的な変革を進める には後者が重要である と 指摘し た。

空欄（ 　 Ａ 　 ）と（ 　 Ｂ 　 ）に当てはま る 最も 適切な語句をそれぞれ答えなさ い。（ 　 Ａ 　 ）は

漢字，（ 　 Ｂ 　 ）はカタ カナで答えなさ い。

下線部アの理論命題と し て正し いも のを， 次の①～⑤の中から 二つ選びなさ い。

①　 あら ゆる 状況に普遍的に当てはま る 唯一最善の組織化の方法は存在し ない。

②　 あら ゆる 状況に普遍的に当てはま る 唯一最善の組織化の方法は存在する 。

③　  最大の組織成果は， ある 重要な変数のレ ベルを 最大化する こ と によ っ ても たら さ れ

る 。

④　  最大の組織成果は， ある 重要な変数のレ ベルを状況に適合さ せる こ と によ っても たら

さ れる 。

⑤　 最大の組織成果は， 内部の活動を外的状況から 遮断する こ と によ っても たら さ れる 。

下線部イ に関連し た記述と し て， 次の①～⑤の文章の中から 最も 不適切なも のを一つ選び

なさ い。

①　  あら ゆる コ ミ ュ ニケーショ ン 活動に効果を 発揮する 唯一最善のメ ディ アは存在し な

い。

②　  組織の有効性を確保する ためには， 情報処理負荷に応じ て異なったメ ディ アが用いら

れる 必要がある 。

③　  対面（ フェ イ ス ・ ト ゥ ・ フ ェ イ ス ）でのコ ミ ュ ニケーショ ンは， フ ィ ード バッ ク がその

場で行われる ので， メ ディ ア・ リ ッ チネス が高いと いえる 。

④　  電話（ 音声通話）でのコ ミ ュ ニケーショ ンには視覚的な手がかり がなく ， それがある 私

信（ 手紙， メ モ）よ り も メ ディ ア・ リ ッ チネス が低いと いえる 。

⑤　  メ ディ ア・ リ ッ チネス と は， メ ディ アの「 潜在的な」情報伝達力である から ， メ ディ ア

を選択する だけではなく ， その活用方法にも 留意する 必要がある 。

エ

問 1

問 2

問 3
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下線部ウ に関連し て， 組織文化が多層構造をなし ている こ と ， そし て組織文化は結局のと

こ ろ， その組織が操業し ている 国の文化に深く 根ざし ている こ と が広く 知ら れている 。 以上

を前提に， 次の 問 4 － 1 及び 問 4 － 2 に答えなさ い。

E．シ ャ イ ン によ る 組織文化の多層性に関し て， 次の文章の空欄（ 　 イ 　 ）（ 　 ロ 　 ） 

（ 　 ハ　 ）にそれぞれ当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを， 下の①～⑥の中から

一つ選びなさ い。

組織文化には 3 つのレ ベルがある 。 第 1 のレ ベルが（ 　 イ 　 ）であり ， こ れは最も 目に見え

やすい。 第 2 のレ ベルが（ 　 ロ 　 ）であり ， 目に見える も のと 目に見えないも のを 含んでい

る 。 そし て第 3 のレ ベルが（ 　 ハ　 ）であり ， 組織の大半のメ ンバーがこ れを当然視し ている

と いう 意味で最も 目に見えにく い。

①　（ イ ）―価値　 　 　 　 　（ ロ ）―基本的前提　 　（ ハ）―人工物

②　（ イ ）―基本的前提　 　（ ロ ）―人工物　 　 　 　（ ハ）―価値

③　（ イ ）―人工物　 　 　 　（ ロ ）―価値　 　 　 　 　（ ハ）―基本的前提

④　（ イ ）―価値　 　 　 　 　（ ロ ）―人工物　 　 　 　（ ハ）―基本的前提

⑤　（ イ ）―人工物　 　 　 　（ ロ ）―基本的前提　 　（ ハ）―価値

⑥　（ イ ）―基本的前提　 　（ ロ ）―価値　 　 　 　 　（ ハ）―人工物

国の文化（ 国民文化）の代表的研究と し て， G．ホ フ ス テード によ る 多国籍企業（ IBM

社）の従業員を対象と し た質問票調査がよ く 知ら れている 。 こ の調査における 国民文化の違

いを示す指標を， 次のⒶ～Ⓗの中から 四つ選びなさ い。

Ⓐ　 外向性（ ⇔内向性）　 　 　 Ⓑ　 権力の格差　 　 　 Ⓒ　 集団主義（ ⇔個人主義）

Ⓓ　 情緒安定性　 　 　 　 　 　 Ⓔ　 女性ら し さ（ ⇔男性ら し さ ）

Ⓕ　 誠実性　 　 　 　 　 　 　 　 Ⓖ　 統制の所在　 　 　 Ⓗ　 不確実性の回避

下線部エに関連し て， なぜ変化の激し い環境下で抜本的な変革を 進める にはシン グル・

ループ学習よ り も ダブル・ ループ学習が重要である のかについて， 両学習概念の相違点を明

確にし ながら 説明し なさ い。（ 160 字以内）

問 4

問 4 － 1

問 4 － 2

問 5
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次の 問 1 及び 問 2 に答えなさ い。 なお， 計算問題については， 計算過程で端数が

生じ る 場合， 計算途中では四捨五入せず， 最終数値の指定単位での小数点第 3 位を四捨五入

し て小数点第 2 位ま で答える こ と 。

次の文章を読み， 以下の 問 1 － 1 ～ 問 1 － 3 に答えなさ い。

運転資本は日々の事業活動のために必要な短期的な資金であり ， 規模と 期間の観点から 検

討さ れる 。 規模に関連する 流動資産の保有水準の決定では， 流動資産の保有に伴う 様々なコ

ス ト を 検討する 必要がある 。 こ れら のコ ス ト は， 保持費用（ carry in g  costs）（ 注）と 不足費用

（ shortag e costs）に大き く 分けら れる 。 保持費用には ① のよ う なコ ス ト が， 不足

費用には ② のよ う なコ ス ト がある 。

資金を 必要と する 期間の指標と し てキャ ッ シュ・ コ ン バージョ ン・ サイ ク ル（ CCC）が注

目さ れている 。 概念と し て CCC は ③ にかかる 日数から ④ にかかる 日数を

差し 引く 形で表さ れる 。 CCC が同業他社と 比較し て長い場合や， 以前と 比べて長く なっ た

場合には， 例えば ⑤ など の問題が生じ ている こ と が示唆さ れる 。 し かし ， 実際に

⑤ など の問題が生じ ていても ⑥ によ っ て相殺さ れ， CCC の長期化と いう

形で問題が顕在化し ないこ と も ある 。

（ 注）　 保有費用， 繰越費用と いった名称でも 知ら れている 。

文中の空欄①及び②に当てはま る 最も 適切な語句の組合せを， 次のア～オの中から 一

つ選びなさ い。

ア． ①顧客の債務不履行リ ス ク 　 　 　 　 　 　 ②商品や製品の陳腐化

イ ． ①欠品によ る 売上機会の喪失　 　 　 　 　 ②原材料不足によ る 生産中断コ ス ト

ウ ． ①原材料不足によ る 生産中断コ ス ト 　 　 ②顧客の債務不履行リ ス ク

エ． ①商品や製品の陳腐化　 　 　 　 　 　 　 　 ②現金の保有に係る 機会費用

オ． ①在庫保管に係る 倉庫費用　 　 　 　 　 　 ②欠品によ る 売上機会の喪失

問題 1

問 1

問 1 － 1

（ 経　 営　 学）

第　 2 　 問

（ 満点 　 100 点）
第 1 問と あわせ

時　 間　 2 時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（ 50 点）
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文中の空欄③及び④に当てはま る 最も 適切な語句を， 次のア～ク の中から それぞれ一

つずつ選びなさ い。

ア． 仕入（ 代金未払）から 代金の支払ま で

イ ． 仕入（ 代金未払）から 販売（ 代金未収）ま で

ウ ． 仕入（ 代金未払）から 販売代金の回収ま で

エ． 仕入代金の支払から 販売（ 代金未収）ま で

オ． 仕入代金の支払から 販売代金の回収ま で

カ． 販売（ 代金未収）から 販売代金の回収ま で

キ． 販売（ 代金未収）から 仕入代金の支払ま で

ク ． 販売代金の回収から 仕入代金の支払ま で

文中の空欄⑤及び⑥に当てはま る 最も 適切な語句の組合せを， 次のア～オの中から 一

つ選びなさ い。

ア． ⑤不良在庫の発生　 　 　 　 ⑥現金仕入の割合の増加

イ ． ⑤不良在庫の発生　 　 　 　 ⑥仕入債務の支払サイ ト の短縮

ウ ． ⑤不良在庫の発生　 　 　 　 ⑥仕入債務の支払遅延

エ． ⑤仕入債務の支払遅延　 　 ⑥現金仕入の割合の増加

オ． ⑤仕入債務の支払遅延　 　 ⑥仕入債務の支払サイ ト の短縮

問 1 － 2

問 1 － 3
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次の文章を読み， 以下の 問 2 － 1 及び 問 2 － 2 に答えなさ い。

Ｙ 社は， 遊休土地を活用し た 3 年間の新規投資プロ ジェ ク ト を検討し ている 。 表は， 1 年

を 1 期と し て， 本プロ ジェ ク ト で予想さ れる 営業利益と 運転資本の推移を示し ている 。 現時

点（ 第 1 期首）で運転資本と し て 100 億円， 設備への初期投資と し て 1, 000 億円かかる 。 取得

し た設備は， 残存価額 10 ％， 償却期間 3 年間の定額法によ っ て減価償却費を 計上し， プロ

ジェ ク ト 終了時において売却によ り 取引費用を控除し た上で 120 億円の現金が手元に残る と

予想し ， 売却益が生じ た場合， Ｙ 社に適用さ れる 法人税率で課税さ れる 。 なお， 本プロ ジェ

ク ト に使用する 土地は， 本プロ ジェ ク ト を実施し ない場合， 現時点において， 取引費用や全

ての税金がかから ずに 200 億円で売却する 。 本プロ ジェ ク ト を実施する 場合， こ の土地は，

3 年後のプロ ジェ ク ト 終了時点において， 取引費用や全ての税金がかから ずに 200 億円で売

却する と 予想する 。

Ｙ 社は株式と 負債の時価ベース の比率を 6 対 4 に維持する 資本政策を採用し ， 株主資本コ

ス ト は 10 ％， 負債の資本コ ス ト は 6 ％， Ｙ 社に適用さ れる 法人税率は 30 ％である 。 本プロ

ジェ ク ト を採用する こ と によ り ， Ｙ 社の現在の株主資本コ ス ト ， 負債の資本コ ス ト ， 及び法

人税率は変化し ない。 ま た， 初期投資以外のキャ ッ シュ ・ フ ロ ーは， 全て期末に発生し ， 他

の事業の影響は考慮し ないも のと する 。

表　 Ｙ 社の新規投資プロ ジェ ク ト に関する 予想営業利益と 予想運転資本の推移

第 1 期 第 2 期 第 3 期

予想営業利益 280 億円 420 億円 420 億円

予想運転資本 120 億円 120 億円 0 億円

Ｙ 社がこ の新規投資プロ ジ ェ ク ト を 実施する 場合の 3 年後の予想フ リ ー・ キ ャ ッ

シュ ・ フ ロ ーを答えなさ い。

こ の新規投資プロ ジェ ク ト の正味現在価値を答えなさ い。 なお， 計算にあたり ， 割引

率はＹ 社の加重平均資本コ ス ト を使用する 。 ま た， 必要な場合には 問 2 － 1 で解答し た

数値をそのま ま 用いる こ と 。

問 2

問 2 － 1

問 2 － 2
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次の 問 1 及び 問 2 に答えなさ い。 なお， 計算問題については， 計算過程で端数が

生じ る 場合， 計算途中では四捨五入せず， 最終数値の指定単位での小数点第 3 位を四捨五入

し て小数点第 2 位ま で答える こ と 。

次の文章を読み， 以下の 問 1 － 1 ～ 問 1 － 3 に答えなさ い。

ある 企業には投資案Ａ ， Ｂ ， Ｃ がある 。 それぞれの投資案の現在のキャ ッ シュ ・ フ ロ ー

（ CF）， 1 年後の予想 CF， CF の年次成長率， 資本コ ス ト を 示し ている のが表であ る 。 CF

の年次成長率及び資本コ ス ト は， 2 年後以降， 永久に変わら ないと 仮定する 。

表　 投資案の CF， CF の年次成長率， 資本コ ス ト

投資案 現在の CF 1 年後の予想 CF CF の年次成長率 資本コ ス ト

投資案Ａ - 300 万円 　 40 万円 　 0. 0 ％ 12. 0 ％

投資案Ｂ 　 400 万円 - 60 万円 　 0. 0 ％ 12. 0 ％

投資案Ｃ - 500 万円 　 70 万円 - 3. 0 ％ 12. 0 ％

投資案Ａ ， Ｂ ， Ｃ の内部収益率（ IRR）のう ち最も 高い値を答えなさ い。

企業に資金制約はなく ， それぞれの投資案を同時に実施でき る 場合， 企業はどのよ う

な投資の意思決定を行う べき か， 最も 適切な選択肢を次のア～ク の中から 一つ選びなさ い。

ア． 投資案Ａ ， Ｂ ， Ｃ を棄却する 。

イ ． 投資案Ａ を採択し ， 投資案Ｂ ， Ｃ を棄却する 。

ウ ． 投資案Ｂ を採択し ， 投資案Ａ ， Ｃ を棄却する 。

エ． 投資案Ｃ を採択し ， 投資案Ａ ， Ｂ を棄却する 。

オ． 投資案Ａ ， Ｂ を採択し ， 投資案Ｃ を棄却する 。

カ． 投資案Ｂ ， Ｃ を採択し ， 投資案Ａ を棄却する 。

キ． 投資案Ａ ， Ｃ を採択し ， 投資案Ｂ を棄却する 。

ク ． 投資案Ａ ， Ｂ ， Ｃ を採択する 。

問題 2

問 1

問 1 － 1

問 1 － 2
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相互排他的な複数の投資案の中から 一つの投資案を 選ぶ場合， IRR を 用いた投資決

定の説明について， 正し い記述を次のア～オの中から 全て選びなさ い。

ア．  全ての投資案について IRR を算出し たと こ ろ， それぞれの投資案の IRR が一つのみ

であっ た。 そし て， それぞれの投資案の IRR は資本コ ス ト を 上回っ ていた。 こ の場

合， 最大の IRR の投資案が常に最適な投資案である 。

イ ．  全ての投資案について IRR を算出し たと こ ろ， それぞれの投資案の IRR が一つのみ

であっ た。 そし て， それぞれの投資案の IRR は資本コ ス ト を 上回っ ていた。 こ の場

合， IRR と 資本コ ス ト と の差が最大の投資案が常に最適な投資案である 。

ウ ．  全ての投資案について IRR を算出し たと こ ろ， 投資案ごと に複数の IRR があった。

そし て， それぞれの投資案の最大の IRR は資本コ ス ト を 上回っ ていた。 こ の場合，

投資案ごと の最大の IRR を， 投資案間で比較する こ と によ り ， 常に最適な投資案を

選ぶこ と ができ る 。

エ．  全ての投資案について IRR を算出し たと こ ろ， 投資案ごと に複数の IRR があった。

そし て， それぞれの投資案の最小の IRR は資本コ ス ト を 上回っ ていた。 こ の場合，

投資案ごと の最小の IRR を， 投資案間で比較する こ と によ り ， 常に最適な投資案を

選ぶこ と ができ る 。

オ．  ア～エに正し い記述はない。

問 1 － 3
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完全市場下における 資本構成， 株主還元について以下の 問 2 － 1 ～ 問 2 － 3 に答

えなさ い。 なお， 完全市場と は⑴取引費用がかから ない， ⑵税がかから ない， ⑶全ての市場

参加者が同じ 条件で金融， 資本市場を利用でき る ， ⑷全ての市場参加者間で情報の非対称性

が存在し ない， ⑸個々の売り 手や買い手が市場価格に影響を及ぼさ ない， と いう 条件を満た

す市場である 。

企業の負債比率が増加し た場合， 企業価値， 株主資本利益率（ ROE）の変化の説明に

ついて， 最も 適切な選択肢を次のア～ケの中から 一つ選びなさ い。 なお， 資本構成の変化に

伴い， キャ ッ シュ ・ フ ロ ーなど の企業の実物的側面に変化はないと する 。

ア． 企業価値は上昇し ， ROE は低下する 。

イ ． 企業価値は上昇し ， ROE は変わら ない。

ウ ． 企業価値， ROE と も に上昇する 。

エ． 企業価値は変わら ず， ROE は上昇する 。

オ． 企業価値， ROE と も に変わら ない。

カ． 企業価値は変わら ず， ROE は低下する 。

キ． 企業価値， ROE と も に低下する 。

ク ． 企業価値は低下し ， ROE は変わら ない。

ケ． 企業価値は低下し ， ROE は上昇する 。

企業の負債比率が増加し た場合， 株主資本コ ス ト ， 加重平均資本コ ス ト の変化の説明

について， 最も 適切な選択肢を次のア～ケの中から 一つ選びなさ い。 なお， 株主資本コ ス ト

は負債の資本コ ス ト よ り 大き いと し ， ま た， 資本構成の変化に伴い， キャ ッ シュ ・ フロ ーな

ど の企業の実物的側面に変化はないと する 。

ア． 株主資本コ ス ト は増加し ， 加重平均資本コ ス ト は減少する 。

イ ． 株主資本コ ス ト は増加し ， 加重平均資本コ ス ト は変わら ない。

ウ ． 株主資本コ ス ト ， 加重平均資本コ ス ト と も に増加する 。

エ． 株主資本コ ス ト は変わら ず， 加重平均資本コ ス ト は増加する 。

オ． 株主資本コ ス ト ， 加重平均資本コ ス ト と も に変わら ない。

カ． 株主資本コ ス ト は変わら ず， 加重平均資本コ ス ト は減少する 。

キ． 株主資本コ ス ト ， 加重平均資本コ ス ト と も に減少する 。

ク ． 株主資本コ ス ト は減少し ， 加重平均資本コ ス ト は変わら ない。

ケ． 株主資本コ ス ト は減少し ， 加重平均資本コ ス ト は増加する 。

問 2

問 2 － 1

問 2 － 2
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企業が余剰現金を用いて， 株主還元（ ⑴配当， ⑵自社株買い）を行う と する 。 株主還元

後の株価， ROE の変化の説明と し て， 最も 適切な選択肢を次のア～ケの中から それぞれに

ついて一つ選びなさ い。 なお， 株主還元に伴い， キャ ッ シュ ・ フ ロ ーなど の企業の実物的側

面に変化はないと する 。

ア． 株価は下落し ， ROE は低下する 。

イ ． 株価は下落し ， ROE は上昇する 。

ウ ． 株価は下落し ， ROE は変わら ない。

エ． 株価は変わら ず， ROE は低下する 。

オ． 株価は変わら ず， ROE は上昇する 。

カ． 株価， ROE と も に変わら ない。

キ． 株価は上昇し ， ROE は低下する 。

ク ． 株価， ROE と も に上昇する 。

ケ． 株価は上昇し ， ROE は変わら ない。

問 2 － 3
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次の 問 1 ～ 問 3 に答えなさ い。 なお， 計算問題については， 計算過程で端数が生

じ る 場合， 計算途中では四捨五入せず， 最終数値の指定単位での小数点第 3 位を四捨五入し

て小数点第 2 位ま で答える こ と 。 ま た， 必要があれば 19 頁の表を利用する こ と 。

投資家Ｙ の効用Ｕを表す関数は， 富をＷと し ， 次の対数効用関数を仮定する 。

投資家Ｙ の効用Ｕ = log（ Ｗ）

投資家Ｙ が運用を 行う 場合， 経済が g ood 又は bad にな る 確率は 50 ％ずつであ り ，

g ood の時に富Ｗは 120, 000 円と なり ， bad の時に富Ｗは 30, 000 円と なる 。

なお， 投資家Ｙ の効用Ｕから 富Ｗを求める 場合には， 上の式が示すと おり 対数関数の逆関

数である 指数関数を用いる（ Ｗ = e Ｕ）。

投資家Ｙ が運用を行う 場合の期待効用の値を答えなさ い。

投資家Ｙ が運用を行う 場合の富Ｗの期待値と ， 運用を行う 場合と 同等な期待効用をも

たら す確実な富Ｗと の差（ リ ス ク ・ プレ ミ アム ）の値を 答えなさ い。 なお， 期待効用の値は

問 1 － 1 で解答し た数値をそのま ま 用いる こ と 。

問題 3

問 1

問 1 － 1

問 1 － 2
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平均 - 分散ア プ ロ ーチに基づく 最適な 資産選択について， 以下の 問 2 － 1 及び

問 2 － 2 に答えなさ い。

次の文章を読み， 文中の空欄アに当てはま る 最も 適切な語句を下の①～⑧の中から 一

つ選びなさ い。

リ ス ク 資産については， 全ての投資家が効率的フ ロ ンティ ア上で同一の接点ポート フ ォ リ

オを選択する が， リ ス ク 資産と 無リ ス ク 資産の配分については， 投資家の選好に依拠する 。

こ れは， ア と 呼ばれている 。

①　 伊藤のレ ンマ

②　 モジリ アーニ・ ミ ラ ー定理

③　 シャ ープ・ レ シオ

④　 Q レ シオ

⑤　 ト ービンの分離定理

⑥　 フ ィ ッ シャ ーの定理

⑦　 ブラ ッ ク ・ ショ ールズ式

⑧　 プッ ト ・ コ ール・ パリ ティ ー

次の文章を読み， 文中の空欄イ に当てはま る 最も 適切な値を答えなさ い。

市場ポート フ ォ リ オの期待リ タ ーン は 11 ％， 無リ ス ク 資産の利子率は 6 ％と する 。 ま

た， ミ ュ ーチュ アルフ ァ ンド Ａ の期待リ タ ーンは 10 ％と する 。

ある 投資家は， 市場イ ンデッ ク ス ・ ポート フ ォ リ オ（ 市場ポート フ ォ リ オ）と 無リ ス ク 資産

から なる ， ミ ュ ーチュ アルフ ァ ンド Ｂ への投資を検討し ている 。 ミ ュ ーチュ アルフ ァ ンド Ｂ

のベータ はミ ュ ーチュ アルフ ァ ン ド Ａ のベータ と 同じ である。 こ の場合， ミ ュ ーチュ アル

フ ァ ンド Ｂ のリ ス ク 資産の割合は， イ ％である 。 なお， ミ ュ ーチュ アルフ ァ ンド Ａ

及びＢ のアルフ ァ はゼロ と する 。

問 2

問 2 － 1

問 2 － 2



18 Ｍ6―39

令和 5 年論文式選択科目

次の 問 3 － 1 及び 問 3 － 2 に答えなさ い。

与信ポート フ ォ リ オＰ を， ある 一定の信頼水準における 1 年後の期待最大損失額である

VaR（ バリ ュ ー・ アッ ト ・ リ ス ク ）で管理する 。 1 年後には， 94 ％の確率で 50 百万円の利

益， 3 ％の確率で 20 百万円の利益， 2 ％の確率で 30 百万円の損失， 1 ％の確率で 80 百万

円の損失がある と する 。 なお， 利益はマイ ナス の損失と し て表現する こ と と する 。 損失分布

はこ の四つの値し かと ら ないこ と と する 。

与信ポート フ ォ リ オＰ について， 損失がマイ ナス 20 百万円（ 20 百万円の利益と 同義）

以下と なる 累積確率（ ＊）は何％か答えなさ い。

与信ポート フォ リ オＰ について， 98 ％の信頼水準における ， 1 年後の VaR の値を答

えなさ い。

（ ＊）累積確率： 確率変数がある 値以下と なる 確率のこ

と 。 例えば， 右図のと おり ， さ いこ ろの目は連続し て

いない飛び飛びの値であり その確率分布は離散分布で

あ る が， さ いこ ろ の目が 4 以下であ る 累積確率は，

4/6 = 2/3 と なる 。 ま た， 下図のと おり ， 一般的に，

離散分布における 累積確率分布関数は， 左側の端点を

含み（ ●点）， 右側の端点を含ま ない（ ○点）よ う な階段

関数で記述さ れる 。

さ いこ ろの目

累積確率

1 2 3 4 5 6

6/6

5/6

4/6

3/6

2/6

1/6

問 3

問 3 － 1

問 3 － 2

さ いこ ろの目 確率 累積確率

1 1/6 1/6

2 1/6 2/6

3 1/6 3/6

4 1/6 4/6

5 1/6 5/6

6 1/6 6/6
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第 2 問 問題 3 参考資料

対数 指数

x log（ x ） x ex

10, 000 9. 210 1 2. 718

20, 000 9. 903 2 7. 389

30, 000 10. 309 3 20. 086

40, 000 10. 597 4 54. 598

50, 000 10. 820 5 148. 413

60, 000 11. 002 6 403. 429

70, 000 11. 156 7 1, 096. 633

80, 000 11. 290 8 2, 980. 958

90, 000 11. 408 9 8, 103. 084

100, 000 11. 513 10 22, 026. 466

110, 000 11. 608 11 59, 874. 142

120, 000 11. 695 12 162, 754. 791

130, 000 11. 775 13 442, 413. 392

140, 000 11. 849 14 1, 202, 604. 284

150, 000 11. 918 15 3, 269, 017. 372

160, 000 11. 983 16 8, 886, 110. 521

170, 000 12. 044 17 24, 154, 952. 754

180, 000 12. 101 18 65, 659, 969. 137

190, 000 12. 155 19 178, 482, 300. 963

200, 000 12. 206 20 485, 165, 195. 410
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二項モデルによ る 株式Ｓ と そのオプショ ン の価格形成について考える。 こ のと き ， 次の

問 1 及び 問 2 に答えなさ い。 なお， 株式Ｓ は配当がなく ， 1 年当たり の無リ ス ク 利

子率は 1 ％であり ， 無リ ス ク 資産， 株式Ｓ 及びそのデリ バティ ブには取引コ ス ト がなく ， 空

売り を含む任意の数量の売買が可能で， 税はなく ， 裁定機会は存在し ないも のと する 。 計算

過程で端数が生じ る 場合， 計算途中では四捨五入せず， 最終数値の指定単位での小数点第 3  

位を四捨五入し て小数点第 2 位ま で答える こ と 。

図 1 は 1 年間を 1 期間と する 二項モデルによ り 株式Ｓ の株価の推移を示し たも のである 。

図 1 　 株式Ｓ の 1 期間の二項モデル

55 ％

Ｂ 　 10, 890 円

Ｃ 　  8, 910 円

45 ％

Ａ

次の文章を読み， 文中の空欄アに当てはま る 最も 適切な値を答えなさ い。

現時点（ 点Ａ ）の株式Ｓ の価格は ア である 。 1 年後に起こ り う る 株価は， 上昇の場

合は 10, 890 円（ 点Ｂ ）と し ， 下落の場合は 8, 910 円（ 点Ｃ ）と する 。 こ のと き ， 株価が上昇す

る リ ス ク 中立確率は 55 ％で， 下落する リ ス ク 中立確率は 45 ％になる 。

株式Ｓ の 1 株を 原資産と し ， 権利行使価格 10, 500 円で 1 年後に満期と なる ヨ ーロ ピ

アン・ プッ ト ・ オプショ ンの満期における ペイ オフのう ち， 金額が大き い方の値を答えなさ

い。

株式Ｓ の 1 株を 原資産と し ， 権利行使価格 10, 500 円で 1 年後に満期と なる ヨ ーロ ピ

アン・ プッ ト ・ オプショ ンの現時点（ 点Ａ ）における 価格を答えなさ い。

問題 4

問 1

問 1 － 1

問 1 － 2

問 1 － 3
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さ ら に 1 年間を 1 期間と する 2 期間の二項モデルによ る 拡張を行う と ， 株式Ｓ の株価の推

移は図 2 のよ う になる 。 こ の二項モデルを用いて株式Ｓ の 1 株を原資産と し ， 2 年後に満期

と なる 権利行使価格が 10, 500 円のアメ リ カン・ プッ ト ・ オプショ ン について考える 。 点Ｂ

及び点Ｃ における 株式Ｓ の価格上昇率・ 下落率と リ ス ク 中立確率は点Ａ と 同じ と する 。

図 2 　 株式Ｓ の 2 期間の二項モデル

55 ％

55 ％

55 ％

10, 890 円

8, 910 円

45 ％

45 ％

45 ％

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｃ

図 2 の点Ｅ における 株式Ｓ の株価を答えなさ い。

こ のアメ リ カン・ プッ ト ・ オプショ ンの買いを保有する 投資家は， 図 2 の点Ｂ と 点Ｃ

のそれぞれにおいて， 権利行使せずにオプショ ンを保有する 場合よ り 権利行使する 方が有利

であれば権利行使する 。 こ れを考慮し て点Ｃ において権利行使する かどう かと ， 点Ｃ におけ

る オプショ ン価格を答えなさ い。

図 2 の点Ａ における こ のアメ リ カン・ プッ ト ・ オプショ ン の価格を 答えなさ い。 な

お， 点Ｃ における オプショ ン価格が必要な場合は 問 2 － 2 で解答し た数値をそのま ま 用

いる こ と 。

問 2

問 2 － 1

問 2 － 2

問 2 － 3
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ある 個人は X 財， Y 財を 消費する こ と で効用を得ている 。 こ の個人の効用関数は u ＝ xy

（ x： X 財の消費量， y： Y 財の消費量）であり ， X 財， Y 財の売り 手側の価格及びこ の個人

の所得はそれぞれ px ， py ， M で与えら れている 。 次の 問 1 ～ 問 6 に答えなさ い。

こ の個人が効用最大化を 実現する よ う に X 財， Y 財の消費量を 決定する と き ， X 財及び

Y 財の需要関数を 求めなさ い。 ま た， X 財， Y 財の価格及び所得が与えら れた下での効用

最大化を実現する 効用を px ， py ， M で表し なさ い。 ただし ， 税金は存在し ないも のと する 。

問 1 で求めた効用最大化を 実現する 効用を財価格と 所得で表し たも のを間接効用関数

と 呼ぶ。 こ の個人に対し て従価税タ イ プの個別物品税が X 財に課さ れた場合， X 財の需要

関数， Y 財の需要関数及び間接効用関数を 求めな さ い。 た だし ， 従価税の水準は t（ t は

0 1 t 1 1 を満たす。）である 。

問 2 のよ う に従価税タ イ プの個別物品税 t が課さ れたこ と によ る X 財， Y 財の消費量

を それぞれ x0， y0 と する 。 こ の個別物品税と 同一税収になる よ う に一括固定税タ イ プの所

得税 T（ ただし ， T 1 M を 満たし ている 。）を 課し た場合， こ の個人の予算制約式はど のよ

う な性質を満たす予算制約式である か， x0， y0 を用いて説明し なさ い。

問 2 で求めた需要関数を も と に個別物品税の税収を 求めなさ い。 ただし ， 問 3 の

x0， y0 は用いないこ と と する 。

問 4 と 同一税収になる よ う に 問 3 の一括固定税タ イ プの所得税が課さ れたと き，

こ の個人の効用最大化を 実現する X 財の需要関数， Y 財の需要関数及び間接効用関数を 求

めなさ い。

個別物品税が課さ れたと き ， 問 2 で求めた間接効用関数と 問 5 で求めた間接効用

関数を比較し ， ど ちら がどれだけ大き いかを求めなさ い。

問題 1

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

問 6

（ 経　 済　 学）

第　 3 　 問

（ 満点 　 100 点）
第 4 問と あわせ

時　 間　 2 時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（ 50 点）
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ある 独占企業は電力， ガス 等の公益事業を運営する 企業である 。 こ の独占企業が提供する

財・ サービ ス（ 以下，「 財」と する 。）の市場全体の需要関数は Q ＝ 50 －
p

2
（ Q： 需要量， p：

財価格）であ る 。 こ の独占企業の費用関数は c ＝ 20Q ＋ F（ c： 費用， F ： 固定費用）であ

る 。 次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさ い。

こ の独占企業が利潤最大化を 実現する 供給量， 財価格及び厚生の損失を 求めなさ い。 ま

た， こ のと き ， こ の独占企業が正の利潤を実現する ために固定費用が満たす条件を求めなさ

い。

政府が総余剰を 最大化する よ う に価格規制を 実施し た。 こ の価格規制の名称を 答えなさ

い。 ま た， その価格及び総余剰を求めなさ い。

問 2 の政策の下で， こ の独占企業は損失が発生し た。 政府はこ の独占企業の損失に対

し て補助金を与える べき か否かを検討し ている 。 補助金を出し たほう が総余剰が大と なる 条

件を具体的な数値を用いて与えなさ い。 ただし ， こ の独占企業は損失が発生し ている 場合，

長期においては市場よ り 退出する 。

問 2 の政策の下で， こ の独占企業は損失が発生し， 政府はこ の独占企業に対し て総余

剰の最大化を実現する こ と を前提と し て， 二部料金の設定を認めた。 具体的には需要者 1 人

当たり の需要量に関係なく 一定の金額を支払う 基本料金と 需要量に対し て 1 単位当たり の価

格を 従量料金と する と き ， 需要者 1 人当たり の基本料金及び従量料金を 求めなさ い。 ただ

し ， こ の財の需要者の総数は 100 人と し ， 全ての需要者の個別需要曲線は同一であり ， こ の

独占企業の固定費用は 500 と する 。

問題 2

問 1

問 2

問 3

問 4
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ある 財の需要曲線が， D ＝ 12 － P（ D ： 需要量， P ： 市場価格）で与えら れている 。 こ の

財の生産者はプラ イ ス ・ テイ カーであり ， 市場全体の供給曲線は x ＝ 0. 5P（ x： 生産量）で

ある 。 こ の財の生産に伴い排出さ れる 汚染物質は， 周辺環境に悪影響を及ぼす。 こ の外部不

経済の大き さ は， B ＝ 0. 5x 2（ B： 外部不経済）である 。 生産者は外部不経済を 考慮せずに自

ら の利潤が最大と なる 生産量を選ぶと き ， 次の 問 1 ～ 問 5 に答えなさ い。

市場均衡における ， 供給の価格弾力性を求めなさ い。

社会的に最適な生産量を求めなさ い。

政府が生産者に従量税を課すこ と を決定し た。 課税後の市場均衡において 問 2 で求め

た生産量を実現する ために必要な， 生産量 1 単位当たり の課税額を求めなさ い。

問 3 で求めた従量税を何と 呼ぶか答えなさ い。

「 コ ース の定理」について， 成り 立つための前提条件を含めて簡潔に説明し なさ い。

個人 A， B， C の 3 人から なる 社会において， X 財に対する 個人 i（ i ＝ A，B，C）の需要量

D i と 限界便益 B i の関係が， B i ＝ 8 － D i である と する 。 ま た， X 財の供給量 S と 限界費用

M C の関係は M C ＝ 0. 5S であ る と する 。 こ のと き ， 次の 問 1 ～ 問 3 に答えなさ

い。

X 財が私的財のと き ， 社会的に最適な生産量を求めなさ い。

公共財の定義を答えなさ い。

X 財が公共財のと き ， 社会的に最適な生産量を求めなさ い。

問題 3

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

問題 4

問 1

問 2

問 3
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次の（ 　 ア　 ）～（ 　 オ　 ）に当てはま る 最も 適切な語句又は数値を答えなさ い。

⑴　（ 　 ア　 ）の急激な変動を抑え， その安定化を図る こ と を目的に， 通貨当局が外国為替の

売買を行う こ と を（ 　 イ 　 ）と いう 。 例えば， 自国通貨売り（ 　 イ 　 ）を行った場合には， 通

貨当局の保有する（ 　 ウ 　 ）が増加する 。

⑵　 経済の将来への不安が増すと き には， ケイ ンズ型消費関数の限界消費性向は（ 　 エ　 ）す

る と 考えら れる 。 こ のよ う なと き に減税をし ても ， 減税の（ 　 オ　 ）が小さ いため， 国民所

得を増加さ せる 効果は低く なる 。

次の⑴及び⑵の文章が正し いかどう かを判断し ， 正し ければ答案用紙にある「 正」を丸で囲

み， 誤り であれば「 誤」を丸で囲んだ上で， 誤っている 理由を簡潔に答えなさ い。

⑴　 横軸に残存期間， 縦軸に金利水準をと り ， 異なる 残存期間の金利水準を並べる こ と によ

り ， 残存期間と 金利の関係を表し た曲線をイ ールド カーブと いう 。 短期金利が長期金利の

水準を上回る 状態を順イ ールド ， 長期金利が短期金利の水準を上回る 状態を逆イ ールド と

いう 。

⑵　 総需要は消費， 投資， 政府支出及び純輸出から 構成さ れる 。 こ の投資は家計や企業によ

る 株式や国債への投資を含むので， 家計や企業が株式や国債への投資を増やせば， 総需要

は必ず増加する 。

次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさ い。

500 万円の負債がある 人が， 毎年 300 万円を 退職ま での 40 年間稼ぎ， 退職金を 1000 万円

も ら う こ と になっ ている と する 。 消費のラ イ フ サイ ク ル仮説によ る と ， こ の人がこ れから

50 年生き る なら ， 毎年ど のよ う な消費水準を 選べば良いだろう か。 理由も 簡潔に答えなさ

い。 ただし ， 効用関数は生涯変化し ないと する 。 ま た， 利子率や時間選好率については考慮

し ない。

以下の①～③の図のう ち， 金融政策が無効になる ケース を答え， ま たその理由も 簡潔に答

えなさ い。 ただし ， r は利子率， Y は国内総生産， IS は IS 曲線， LM は LM 曲線である と

する 。

問題 1

問題 2

問題 3

問 1

問 2

（ 経　 済　 学）

第　 4 　 問

（ 満点 　 100 点）
第 3 問と あわせ

時　 間　 2 時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（ 50 点）
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① ②

r IS LM

Y

r
IS

LM

Y

③

r
LM

Y

IS

企業と 労働者が以下のナッ シュ 積

（ w － b）h（ n － w）1－h

を 最大化する よ う に協調的に賃金を決定する と し よ う 。 こ こ で， w は賃金， b は失業手当で

w － b が労働者の余剰， n は労働の限界生産力で n － w が企業の余剰を表し ， パラ メ ータ h

は 0 よ り 大き く 1 よ り 小さ い定数で労働者の交渉力の強さ を表す。 こ のと き 実現する 賃金 w

を他の変数 b， n， h の関数と し て表し なさ い。

X 国の景気循環は， 以下の一定の条件に従い拡張期と 後退期を 繰り 返すと する 。 具体的

に， t 期に拡張期であ る 場合には 95 ％の確率で拡張期が継続し ， 5 ％の確率で後退期に移

行する 。 t 期に後退期である 場合には 80 ％の確率で後退期が継続し ， 20 ％の確率で拡張期

に移行する 。 こ れを式で表すと ， u t， d t をそれぞれ t 期において拡張期にある 確率， 後退期

にある 確率（ 全ての t について u t ＋ d t ＝ 1 が成り 立つ。）と し て， 以下のよ う になる 。

u t＋1 ＝ 0. 95u t ＋ 0. 2d t

d t＋1 ＝ 0. 05u t ＋ 0. 8d t

t 期と t ＋ 1 期に景気後退期にある 確率が等し く なる 状態を 定常状態と 定義し た場合， 定常

状態において景気後退期にある 確率は何％になる か答えなさ い。

問 3

問 4
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閉鎖経済を考える 。 財市場では， 以下の関係が満たさ れている と する 。

C ＝ 14 ＋ 0. 8Y （ 消費関数）

I ＝ 20 － 2r（ 投資関数）

こ こ で， 政府支出はなく ， C は消費， Y は国内総生産， I は投資， r は利子率（ ％表示）であ

る 。 一方， 貨幣市場では， 以下の関係が満たさ れている と する 。

L ＝ 48 ＋ 0. 4Y － 4r（ 貨幣需要関数）

M ＝ 100

こ こ で， L は実質貨幣需要量， M は名目貨幣供給量である 。 次の 問 1 ～ 問 6 に答

えなさ い。

財市場を均衡さ せる 利子率 r を国内総生産 Y の式と し て表し なさ い。

貨幣市場を均衡さ せる 利子率 r を国内総生産 Y と 物価 P の式と し て表し なさ い。

物価 P を 1 と し て均衡国内総生産を求めなさ い。

総需要曲線は， 財市場と 貨幣市場を均衡さ せる 物価 P と 国内総生産 Y の関係と し て求め

る こ と ができ る 。 国内総生産 Y を物価 P の式と し て表し なさ い。

総供給曲線が Y ＝ 100P のと き ， 均衡の物価 P と 国内総生産 Y を求めなさ い。 ただし ，

P 2 0 と する 。

問 5 のよ う な総供給曲線は短期の総供給曲線と いえる。 こ れに対し て， 長期の総供給

曲線は， 横軸を 国内総生産 Y ， 縦軸を 物価 P と する と ど のよ う な形状か。 理由を 添えて簡

潔に説明し なさ い。

問題 4

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

問 6
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フ ィ リ ッ プス 曲線が

r t ＝ r t－1 ＋ 0. 5x t

IS 曲線が

xt ＝ －（ i t － r t）

で与えら れている 経済において， 第 1 期から 第 3 期ま でを考えよ う 。 こ こ で， r t は第 t 期に

おける イ ンフレ 率， xt は GDP ギャ ッ プ（ 需給ギャ ッ プ）， i t は政策金利である 。 r を中央銀行

のイ ンフ レ タ ーゲッ ト と し ， r 2 0 と する 。 第 0 期のイ ンフレ 率は r 0 ＝ r であったと する 。

第 1 期に中央銀行は拡張的な金融政策を 実行し ， 第 1 期の政策金利を i 1 ＝ 0 と 設定し た

と する 。 次の 問 1 ～ 問 3 に答えなさ い。

第 1 期のイ ンフ レ 率 r 1 及び GDP ギャ ッ プ x1 を r を用いて表し なさ い。

中央銀行は第 2 期以降， 金融政策ルール

i t ＝ r ＋ 1. 5（ r t－1 － r ）

に従って政策金利 i t を決定し たと する 。

第 2 期の政策金利 i 2， イ ンフ レ 率 r 2 及び GDP ギャ ッ プ x2 を r を用いて表し なさ い。

第 3 期の政策金利 i 3， イ ンフ レ 率 r 3 及び GDP ギャ ッ プ x3 を r を用いて表し なさ い。

問題 5

問 1

問 2

問 3
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（ 民　 　 　 法）

第　 5 　 問

（ 満点 　 100 点）
第 6 問と あわせ

時　 間　 2 時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（ 50 点）

2020 年 4 月 1 日， Ａ は， Ｂ と の間で， 返済期限を同年 10 月 31 日と し て 1000 万円を 貸し 付ける 旨

の契約を締結し ， 同日， Ｂ に 1000 万円を交付し た。

こ れと 同時に， こ の契約に基づく 貸金債務（ 以下，「 α債務」と いう 。）を担保する ため， Ｂ は， Ａ と

の間で， Ｂ 所有の甲土地をＡ に譲渡する 旨の契約を締結し ， その旨の所有権移転登記手続を行った。

その際に， Ｂ が上記返済期限ま でにα債務の弁済をし たと き は， Ａ は上記所有権移転登記を抹消し て

登記名義をＢ に戻し ， Ｂ が返済期限ま でにα債務の弁済をし なかったと き は， Ａ は甲土地を第三者に

譲渡し その売却代金をα債務の弁済に充てる こ と が約さ れた。

こ れを 前提に， 次の 問題 1 及び 問題 2 に答えなさ い。 なお， 問題 1 及び 問題 2

は， それぞれ独立し た問いである 。

Ｂ は， 弁済期を過ぎても α債務の弁済をし なかった。 こ のこ と を知ったＣ は， かねてよ り

Ｂ に恨みを抱いており ， Ｂ が甲土地を取り 戻すのを妨げる 目的で， Ａ に同地の譲渡をも ちか

けた。 2021 年 1 月 20 日， Ａ は， 甲土地を 1500 万円でＣ に譲渡し ， 同日その旨の所有権移

転登記手続を行った。

同年 2 月 1 日， Ｂ は， α債務につき 残債務額をＡ に提供し たが， Ａ が受領を拒んだため，

こ れを供託し た。 その上で， Ｂ は， 甲土地につき Ｃ に対し て所有権移転登記手続を求めた。

Ｂ のＣ に対する 請求が認めら れる かについて論じ なさ い。

2025 年 11 月 20 日になっ て初めてＡ がＢ に対し てα債務の弁済を 求めたと こ ろ， Ｂ は，

Ａ に対し ， 直ちに全額を 一括弁済する こ と ができ ないと して， 800 万円への減額及び分割で

の弁済を申し 入れた。

Ａ は， こ の申入れを受け入れず， 再びＢ に対し てα債務の弁済を求めた。 こ れに対し ， 同

年 12 月 1 日， Ｂ は， α債務の消滅時効を 主張し て弁済を 拒んだ。 Ｂ のこ の主張が認めら れ

る かについて論じ なさ い。

問題 1

問題 2
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（ 民　 　 　 法）

第　 6 　 問

（ 満点 　 100 点）
第 5 問と あわせ

時　 間　 2 時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（ 50 点）

Ａ が所有する 美術品甲を Ｂ に売却する 旨の売買契約（ 以下，「 本件売買契約」と いう 。）が， 2023 年 4  

月末日に締結さ れた（ 売買代金 100 万円， 履行期は同年 6 月末日と さ れ， 同日にＡ がＢ の住所地に甲

を持参し て， 売買代金の支払と 引換えに引き 渡す旨が定めら れた。）。

こ れを 前提に， 次の 問題 1 及び 問題 2 に答えなさ い。 なお， 問題 1 及び 問題 2

は， それぞれ独立し た問いである 。

本件売買契約の締結後間も なく し て， Ｂ はＡ に対し て，「 代金額を 50 万円に値引き し てほ

し い。 それ以上支払う つも り はなく ， 応じ なければ甲を 引き 取ら ない。」と 一方的に通告し

た。 甲は本件売買契約に適合し ている 上， 経済事情の変動等も 生じ ていないため， Ａ はＢ に

翻意を促し たが， Ｂ は頑なに上記の要求に固執し ， 履行期が到来し ても 全く 態度を改めよ う

と はし なかっ た。 そのため， Ａ は甲を Ｂ の住所地に持参し ないでいたと こ ろ， 同年 7 月 7  

日， Ｂ から「 50 万円を支払う 用意はでき ている ため， 甲の引渡し 及び引渡し がある ま での遅

延損害金の賠償を求める 。」と の連絡があった。

⑴　 Ａ はＢ の請求を拒むこ と ができ る か。

⑵　 Ａ は直ちに本件売買契約を解除する こ と ができ る か。

Ａ は履行期にＢ の住所地ま で甲を持参し たが， Ｂ は甲の管理態勢がま だ整っていないと し

て引取り を拒んだため， やむなく Ａ は甲を持ち帰って倉庫に搬入し た。 と こ ろが， 隣人の火

の不始末によ って発生し た火災によ り 倉庫が延焼し ， 甲は著し く 損傷し て修復でき ない状態

と なった。 そこ で， Ｂ はＡ に対し て本件売買契約を解除する 旨を通知し たが， Ａ は解除の効

力を争って， Ｂ に対し て売買代金の支払を求めた。

Ａ 及びＢ の主張の当否について論じ なさ い。

問題 1

問題 2
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（ 統　 計　 学）

第　 7 　 問

（ 満点 　 100 点）
第 8 問と あわせ

時　 間　 2 時間

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

（ 50 点）

次の表は， 資源エネルギー庁によ る 「 総合エネルギー統計」 に基づいて作成し た， 2017 年度から

2021 年度の主要 4 エネルギー源別最終エネルギー消費量と 価格のデータ である 。 こ れら の表から ， 4  

つのエネルギー源の価格を総合し た価格指数を算出する こ と を考える 。

こ のと き ， 以下の 問 1 ～ 問 3 に答えなさ い。 なお， 計算結果に端数が生じ る 場合， 小数第 

3 位を四捨五入し て小数第 2 位ま で答える こ と 。

表： エネルギー源別最終エネルギー消費量と 価格

最終エネルギー消費量

年度
石炭

（ 百万ト ン）

石油

（ 百万キロ リ ッ ト ル）

ガス

（ 百万 MWh）

電力

（ 百万 MWh）

2017 46. 61 180. 00 313. 96 964. 72

2018 45. 72 175. 35 305. 70 945. 56

2019 44. 73 170. 62 309. 97 927. 22

2020 38. 15 158. 69 282. 62 913. 61

2021 42. 75 158. 08 295. 44 931. 94

エネルギー価格

年度
石炭

（ 円/ト ン）

石油

（ 円/キロ リ ッ ト ル）

ガス

（ 円/MWh）

電力

（ 円/MWh）

2017 9, 930 107, 900 6, 175 24, 430

2018 11, 830 123, 500 6, 612 25, 360

2019 8, 500 121, 300 6, 965 26, 280

2020 6, 480 112, 200 6, 414 25, 400

2021 15, 360 128, 100 6, 175 25, 180

注： MWh （ メ ガワ ッ ト 時）

 資料： 資源エネルギー庁「 総合エネルギー統計」

2017 年度を 基準時と し たラ ス パイ レ ス 価格指数は， 2018 年度 108. 66， 2019 年度 109. 65

である 。 2020 年度と 2021 年度についても ， 同基準時のラ スパイレス価格指数を求めなさ い。

2017 年度を 基準時と し たパーシェ 価格指数は， 2018 年度 108. 65， 2019 年度 109. 63 であ

る 。 2020 年度と 2021 年度についても ， 同基準時のパーシェ 価格指数を求めなさ い。

以上で得ら れたラ ス パイ レ ス 価格指数・ パーシェ 価格指数から 読み取れる エネルギー価格

の動向などについて， 簡潔に説明し なさ い。

問題 1

問 1

問 2

問 3
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次頁の図は， 日本の世帯単位（ 二人以上の世帯のう ち勤労者世帯） の貯蓄現在高（ 以下，「 貯蓄」

と いう 。） のヒ ス ト グラ ムである 。 貯蓄 0 万円の世帯は貯蓄 100 万円未満の階級に含ま れている と す

る 。 なお， 平均値 1, 454 万円の計算には貯蓄 0 万円の世帯は含ま れていない。

こ のと き ， 次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさ い。

図にはデータ の代表値と し て平均値と 中央値の記載がある 。 こ のデータ に則し て， 代表値

と し て平均値を用いる べき 状況（ 目的） と 中央値を用いる べき 状況（ 目的） をそれぞれ，

具体的に例示し 簡潔に説明し なさ い。 ま た， こ のデータ の最頻値についてはど のよ う に利

用でき る か， 簡潔に説明し なさ い。

ヒ ス ト グラ ムの注） に「 標準級間隔 100 万円（ 貯蓄現在高 1, 000 万円未満） の各階級の相

対度数は縦軸目盛り と 一致する が， 貯蓄現在高 1, 000 万円以上の各階級の相対度数は階級

の間隔が標準級間隔よ り も 広いため， 縦軸目盛り と は一致し ない。」 と ある 。 こ の意味を

簡潔に説明し なさ い。

ヒ ス ト グラ ム から ， 2 つの中央値（ 784 万円と 833 万円） の間に 1. 98 ％の世帯が入っ て

いる と 推計でき る 。 こ のと き ， 貯蓄 0 万円の世帯の割合を求めなさ い。 なお， 計算結果に

端数が生じ る 場合， 小数第 3 位を四捨五入し て小数第 2 位ま で答える こ と 。

問 3 の結果を 用いて， 貯蓄 0 万円の世帯を 含めた平均値を 求めなさ い。 なお， 計算結

果に端数が生じ る 場合， 小数第 1 位を四捨五入し て整数で答える こ と 。

問題 2

問 1

問 2

問 3

問 4
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図： 貯蓄現在高階級別世帯分布（ 二人以上の世帯のう ち勤労者世帯） －2021 年－（ 一部変更）

 出所： 総務省統計局（ 家計調査報告）
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ある テレ ビ番組では次のよ う なルールのゲームが行われている 。

• 　 中が見えない 4 つの箱の 1 つに景品が入っており ， 残り は空である 。

• 　 司会者はどの箱に景品が入っている かを知っている 。

• 　  ゲーム参加者は箱を 1 つ選び， その箱に景品が入っていればそれを受け取る こ と ができ る 。 ただ

し ， 参加者が箱を選択し たら ， その箱は開けずに， 参加者の選択し た箱以外で景品の入っていな

い箱の 1 つを司会者が無作為に選んで開け， 参加者はその後に選択する 箱を変更する こ と ができ

る 。

景品が入っ ている 確率は 4 つの箱で全て等し く
9

11

4
である と し ， 景品が入っている 箱を X ， 司会者

が開ける 箱を Y と する 。 ま た， 参加者が最初に選択し た箱を a， 参加者が最初に選択し なかっ た箱

を b1， b2， b3 と する 。

こ のと き ， 次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさ い。 なお， 確率は既約分数で答える こ と 。

景品の入っている 箱 X が， 参加者が最初に選択し た箱 a であり ， かつ， 司会者が開ける 箱

Y が b2 である 同時確率を求めなさ い。

景品の入っている 箱 X が b1 であり ， かつ， 司会者が開ける 箱 Y が b2 である 同時確率を求

めなさ い。

司会者が開ける 箱 Y が b2 である 確率を求めなさ い。

司会者が b2 の箱を 開けたと き ， つま り ， Y = b2 であったと き ， 参加者は最初の選択を変

更し た方がよ いかど う かを， 参加者が景品を受け取る 条件付確率を具体的に求めて説明し

なさ い。

問題 3

問 1

問 2

問 3

問 4
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3 つの地域Ａ ， Ｂ ， Ｃ があり ， それぞれ 100 万人， 1, 000 人， 100 万人の住民が居住し ている 。 そ

れぞれの地域において， ある 製品のブラ ンド が認知さ れている 比率（ 以下，「 ブラ ンド 認知率」 と い

う 。） を pA ， pB， pC と する 。 こ れら のブラ ンド 認知率を調べる ために， それぞれの地域ごと に無作為

に住民を抽出し 標本調査を行う 。

こ のと き ， 次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさ い。

標本の大き さ nA の標本に基づく 地域Ａ のブラ ンド 認知率を pA
t と する と き ， pA の信頼係

数 95 ％の信頼区間の下限と 上限を nA ， pA
t を用いた式で表し なさ い。

調査実施前で pA
t の値がわから ないと き ， 問 1 の結果を も と に， pA の信頼係数 95 ％の

信頼区間の幅の上限を nA を用いた式で表し なさ い。 ま た， その上限が 0. 1 以下と なる た

めには， 標本の大き さ nA は何人以上と すればよ いか答えなさ い。

地域Ｂ において， pB の信頼係数 95 ％の信頼区間の幅の上限が 0. 1 以下と なる ためには，

標本の大き さ nB は何人以上と すればよ いか答えなさ い。

地域Ａ の住民 400 人を 無作為に抽出し たと こ ろ， 180 人がこ の製品のブラ ンド を認知し て

いた。 地域Ｃ の住民 400 人を無作為に抽出し 同じ 調査を行ったと こ ろ， 160 人がこ の製品

のブラ ンド を認知し ていた。 地域Ａ と 地域Ｃ における ブラ ンド 認知率の差 pA - pC を信頼

係数 90 ％で区間推定する と き ， 信頼区間の下限と 上限を 答えなさ い。 なお， 計算結果に

端数が生じ る 場合， 小数第 3 位を四捨五入し て小数第 2 位ま で答える こ と 。

問題 1

問 1

問 2

問 3

問 4

（ 統　 計　 学）

第　 8 　 問
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確率ベク ト ル（ X ，Y ） の分布を F（ x，y） と し ， F（ x，y） に従う 母集団から の標本の大き さ が 15 の無

作為標本を（ X 1，Y 1），（ X 2，Y 2）， …，（ X 15，Y 15） と する 。

こ のと き ， 次の 問 1 ～ 問 4 に答えなさ い。

F（ x，y） が 2 変量正規分布である と 仮定し ， nX = E（ X ）， nY = E（ Y ） と おく 。 帰無仮説

H 0： nX = nY を対立仮説 H 1： nX 2 nY に対し て検定する 問題を考える 。 こ のと き ，

D i = X i - Y i ， 　 i = 1，2，…，15

に基づく 検定統計量 T を

標本平均 D =
9

11

15 i 1

15

=

/
15

1

D i ， 　 標本標準偏差 SD = D D
1

1
i

i

2

1

15

-
=

] g/
15

1

1

14
2

を用いた式で表し なさ い。 ま た， 有意水準を a = 0. 05 と し た場合の棄却域を述べなさ い。

次頁の表は， 15 人の学生の春学期と 秋学期の GPA（ 大学における 学生の成績） と その

差， およ びそれら の標本平均と 標本標準偏差を 示し たも のである 。 こ れら を，（ X 1，Y 1）， 

（ X 2，Y 2）， …，（ X 15，Y 15） の実現値と する 。 こ のと き ， 問 1 で求めた検定統計量 T を

用いて， 有意水準を a = 0. 05 と し ， 帰無仮説 H 0： nX = nY を 対立仮説 H 1： nX 2 nY に対

し て検定し なさ い。 なお， 表の標本標準偏差は不偏分散の平方根である 。 なお， 計算結果

に端数が生じ る 場合， 小数第 3 位を四捨五入し て小数第 2 位ま で答える こ と 。

問題 2

問 1

問 2
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表： GPA（ 大学における 学生の成績） のデータ

学生 ID X（ 春学期） Y（ 秋学期） D（ 差）

1 2. 88 3. 22 -0. 34

2 3. 67 3. 49 0. 18

3 2. 76 2. 54 0. 22

4 2. 34 2. 17 0. 17

5 2. 46 2. 53 -0. 07

6 3. 20 2. 98 0. 22

7 3. 17 2. 98 0. 19

8 2. 90 2. 84 0. 06

9 3. 98 3. 76 0. 22

10 4. 00 3. 96 0. 04

11 3. 39 3. 52 -0. 13

12 2. 59 2. 36 0. 23

13 2. 78 2. 62 0. 16

14 2. 85 3. 06 -0. 21

15 3. 25 3. 16 0. 09

標本平均 3. 08 3. 01 0. 07

標本標準偏差 0. 51 0. 52 0. 18

帰無仮説 H 0： P（ X 2 Y ）=
9

11

2
を 対立仮説 H 1： P（ X 2 Y ）2

9

11

2
に対し て検定する 問題を

考える 。 X 1 - Y 1， X 2 - Y 2， …， X 15 - Y 15 のう ち， 正であ る も のの個数を W と する

と き ， 帰無仮説の下での統計量 W の分布を答えなさ い。

問 3 で定義し た統計量 W を 用いて， W が大き いと き に H 0 を 棄却する 検定を 考え

る 。 問 2 の表のデータ に対し て W の値を 求め， こ の値に対する P 値を， 正規近似を

用いて求めなさ い。

問 3

問 4
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次の 問 1 及び 問 2 に答えなさ い。

ハッ ブルの法則によ る と 星雲の地球から の後退速度 y は地球から の距離 x に比例する 。

つま り ， y = bx と いう 関係にあり ， こ の定数 b を ハッ ブル定数と よ ぶ。 図 1 は， ハッ ブ

ル宇宙望遠鏡で観測さ れた 24 個の星雲の地球から の距離（ 変数名 distance， 単位： メ ガ

パーセク （ Mpc）= 3. 09 × 1019 km ） を 横軸， 地球から の後退速度（ 変数名 v elocity ，

単位： km /s） を 縦軸と し た散布図である 。 以降， 地球から の後退速度， 地球から の距離

を単にそれぞれ後退速度， 距離と いう 。

出典：  Freedm an  et a l. （ 2001） Fin a l  resu lts f rom  th e Hubb le space telescope key  proj ect 

to  m easu re th e H ubb le con stan t.   The Astrop hy s i ca l  J ourn a l  （ 553）, 47-72.
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図 1 ： 星雲の距離（ 横軸） と 後退速度（ 縦軸）

図 1 から 観測値はハッ ブルの法則に厳密には従っていないこ と がわかる 。 そこ で， 後退

速度の観測値 y を距離 x と ハッ ブル定数 b の積に平均 0 ， 分散 v 2 の誤差 e が加わった

y = bx + e

と 表す回帰モデルを 用いて b を 推定する こ と を 考える 。 なお， 誤差は独立で分散が一定

である と 仮定し ， 24 個の星雲の距離の観測値を x i ， 後退速度の観測値を y i （ i = 1，2，…，

24） と 表す。

問題 3

問 1
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こ のと き ， 以下の ⑴ ～ ⑶ に答えなさ い。 なお， 計算結果に端数が生じ る 場合， 小数

第 3 位を四捨五入し て小数第 2 位ま で答える こ と 。

⑴　 回帰係数 b の最小二乗推定値 bt を
i 1

24

=

/
24

1

 （ y i - bx i ）
2 を最小にする b と する と き ， 推定

値 bt を表す式を答えなさ い。

⑵　 24 個の星雲の観測値から 計算し た以下の値を 用いて， 最小二乗推定値 bt の値を 求

めなさ い。

 x =
9

11

24 i 1

24

=

/
24

1

x i = 12. 05， 　 y =
9

11

24 i 1

24

=

/
24

1

y i = 924. 38，

i 1

24

=

/
24

1

x i = 4265. 15， 　
i 1

24

=

/
24

1

y i = 26555757. 00， 　
i 1

24

=

/
24

1

x i y i = 326629. 08

⑶　 図 2 は， 統計ソ フト でこ の回帰モデルを図 1 のデータ に当てはめた結果の出力であ

る 。 ただし ， 回帰係数の推定値と その t 値は値を隠し ている 。

回帰モデルを 当てはめた 24 個の星雲以外のある 星雲は， 距離が 15 Mpc である

と いう 。 こ の星雲の後退速度の予測値を求めなさ い。 さ ら に， 回帰係数推定量も 確

率変数である こ と を考慮し て， こ の予測値の予測誤差の推定値を図 2 の当てはめ結

果を用いて求めなさ い。 ただし ， 予測誤差は btx0 + e（ x0 = 15） の標準偏差と する 。

Coef f icien ts：

Estim ate Std. Error t v a lu e Pr（ 2 ; t; ）

d istance 3. 965 1. 03e-15

Residu a l stan dard error： 258. 9 on  23 deg rees of  f reedom

Multip le R-squared： 0. 9419， Ad j usted R -squared： 0. 9394

F-statistic： 373. 1 on  1 and  23 DF， p-v a lue： 1. 032e-15

注：  Coef f icien ts は係数， Estim a te は係数の推定値， Std . E rror と stan da rd  error は標準

誤 差， t v a lu e は t 値， R esidu a l は 残 差， deg rees o f  f reedom （ DF） は 自 由 度，

Mu ltip le R -squ a red は決定係数， A dj u sted  R -Squa red は自由度調整済み決定係数，

F-sta tistic は F 値， p-v a lu e は P 値である 。

図 2 ： 図 1 のデータ に対する 回帰モデルの当てはめ結果

2 2
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図 3 の（ ア） ～（ カ） は次の ⒜ ～ ⒣ の分布のいずれかから 乱数生成し た 1, 000 個の値

のヒ ス ト グラ ムである 。（ ア） ～（ カ） の各図はど の分布から の乱数のヒ ス ト グラ ムを 描

いたも のか， 次の ⒜ ～ ⒣ から 一つずつ選びなさ い。 なお， 図 3 の上段は連続分布， 下

段は離散分布から の乱数のヒ ス ト グラ ムである 。

⒜　 平均 5 ， 分散 5 の正規分布

⒝　 平均 5 のポアソ ン分布

⒞　 試行回数 12， 生起確率
9

15

12
の 2 項分布

⒟　 パラ メ ータ a = 2， b = 3 のベータ 分布

⒠　 形状（ sh ape） パラ メ ータ 5 ， 尺度（ sca le） パラ メ ータ 1 のガンマ分布

⒡　 平均 5 の指数分布

⒢　 状態数 18， 成功状態数 12， 非復元抽出数 12 の超幾何分布  

（ 総玉数 18， う ち赤玉 12 の箱から 12 玉を取り 出し たと き の赤玉数の分布）

⒣　 区間 [0，1] の一様分布
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図 3 ： 様々な分布から の乱数のヒ ス ト グラ ム
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